
 平 成 １ ８ 年 度  第 １ 回 
工 事 担 任 者 試 験 問 題  資

格 Ａ Ｉ 第 １ 種 
 

注  意  事  項  

１  試験開始時刻        ９時３０分 

２  試験科目数別終了時刻 

 科 目 数 １  科  目 ２  科  目 ３  科  目 

 終 了 時 刻 １ ０ 時 １ ０ 分 １ ０ 時 ５ ０ 分 １ １ 時 ３ ０ 分 

３  試験科目別の問題数(解答数)及び試験問題ページ 

  問 題 数 ( 解 答 数 )  試 験 問 題 

 
科       目 

第 １ 問 第 ２ 問 第 ３ 問 第 ４ 問 第 ５ 問 ペ ー ジ 

 電 気 通 信 技 術 の基 礎 ４ ５ ４ ４ ５ G － 1 ～ 6 

 端末設備の接続のための技術及び理論 ５ ５ ５ ５ ５ G － 7 ～ 11 

 端末設備の接続に関する法規 ５ ５ ５ ５ ５ G － 12 ～ 17 

４  受験番号等の記入とマークの仕方 

(１)  マークシート（解答用紙）にあなたの受験番号、生年月日及び氏名をそれぞれ該当枠に記入してください。 

(２)  受験番号及び生年月日に該当する箇所を、それぞれマークしてください。 

(３)  生年月日の欄は、年号をマークし、生年月日に１けたの数字がある場合、十の位のけたの「０」もマークしてく

ださい。 

[記入例]  受験番号  ０１G９２１１２３４               生年月日  昭和５０年３月１日 

受　　験　　番　　号
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1111111Ｈ11

22222222
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6 6666

77 7777

8

9

888

999

88

99

Ｐ

5

Ｋ

6

4

5

6

7

8

9             

生　年　月　日

000000

111111

22222

33333

4444

5555

66 66

777

9

8 8 8

99

年 号

年 月 日

大
正

昭
和

平
成

Ｈ

Ｔ

 
５  答案作成上の注意 

(１)  解答は、別に配付するマークシート（解答用紙）の該当欄の正解として選んだ番号マーク枠を、黒の鉛筆（ＨＢ

又はＢ）で濃く塗りつぶしてください。 

① ボールペン、万年筆などでマークした場合は、採点されませんので、使用しないでください。 

② 一つの問いに対する解答は一つだけです。二つ以上マークした場合、その問いについては採点されません。 

③ マークを訂正する場合は、プラスチック消しゴムで完全に消してください。 

(２)  免除の科目がある場合は、その科目欄は記入しないでください。 

(３)  この問題用紙に記入しても採点されません。 

６  合格点及び問題に対する配点   

(１)  各科目の満点は１００点で、合格点は６０点以上です。 

(２)  各問題の配点は、設問文の末尾に記載してあります。  

マークシート（解答用紙）は、絶対に折り曲げたり、汚したりしないでください。 

 

受 験 番 号 

（控 え） 

（今後の問い合わせなどに必要になります。） 

次ページ以降は試験問題です。試験開始の合図があるまで、開かないでください。 



Ｇ－1

電気通信技術の基礎

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図－１に示す回路において、矢印のように電流が流れているとき、抵抗Ｒ は、 (ア)２

オームである。ただし、電池の内部抵抗は無視するものとする。 (５点)

① ６ ② ８ ③ １２ ④ １６ ⑤ ２４

(２) 図－２に示す回路の力率(抵抗Ｒにかかる電圧と端子 －ｂ間に加えた電圧との比)は、ａ

(イ) である。 (５点)

① ０.４ ② ０.６ ③ ０.７ ④ ０.８ ⑤ １.０

(３) 電磁誘導によって巻数Ｎのコイルに生ずる誘導起電力の大きさｅは、コイルを貫く磁束 のφ

Δφ時間ｔとともに変化する割合を とすれば、 (ウ) の関係式で表される。 (５点)Δｔ

１ φ φ φΔ Δ Δ① ｅ＝ × ② ｅ＝Ｎ × ③ ｅ＝Ｎ×２
Ｎ ｔ ｔ ｔ２ Δ Δ Δ
１ φΔ④ ｅ＝ ×Ｎ ｔΔ

(４) Ｒオームの抵抗とＬヘンリーのコイル及びＣファラドのコンデンサを直列に接続した回路の

共振周波数ｆヘルツは、ｆ＝ (エ) の式で表される。 (５点)

１ Ｒ １① ② ③
２π ＬＣ ２π ＬＣ ２πＬＣ

Ｒ １④ ⑤２πＬＣ ２πＬＣ

図－１

Ｒ２

Ｒ１

３ Ａ６ Ａ

２ Ω

３ Ω

５７ Ｖ ３Ｖ

図－２

ａ ｂ

＝１０ ΩＸＬ Ｒ＝４ Ω

＝１４ ΩＸＣ２

＝１４ ΩＸＣ１



Ｇ－2

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) Ｃ－ＭＯＳ形ＩＣについて述べた次の二つの記述は、 (ア) 。 (４点)

Ａ Ｃ－ＭＯＳ形ＩＣは、基本的にＰチャネル形ＭＯＳトランジスタ又はＮチャネル形ＭＯＳ

トランジスタ、どちらか一方のトランジスタを用いて構成されている。

Ｂ Ｃ－ＭＯＳ形ＩＣは、単体としてのＰチャネル形ＭＯＳトランジスタと比較して消費電力

が低いこと、出力インピーダンスが高いこと、雑音を拾いやすいことなどの特徴を有する。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) 図－１に示す正弦波形の入力電圧をＶ として、図－２に示す回路に加えたとき、この回路Ｉ

の出力電圧Ｖ の波形は、 (イ) になる。ただし、ダイオードは理想的な特性を持ち、Ｏ

|Ｅ |＞|Ｅ |とする。 (４点)０ Ｉ

(３) バリスタの特性などについて述べた次の二つの記述は、 (ウ) 。 (４点)

Ａ バリスタは、加えられた電圧が一定値を超えると抵抗値が低下し、急激に電流が増大する

非直線性の特性を有する半導体素子である。

Ｂ バリスタは、自動電圧制御回路、スイッチング素子などに用いられる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) トランジスタを用いた増幅回路における接地方式について述べた次の二つの記述は、

(エ) 。 (４点)

Ａ ベース接地方式による増幅回路は、電流増幅率は１以下であるが、高周波特性が良好なた

め、高周波増幅回路として用いられる。

Ｂ エミッタ接地方式による増幅回路は、電圧増幅率は１以下であるが、インピーダンス変換

回路として用いられる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

ｔ

図－１ 図－２
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Ｇ－3

(５) 光半導体素子について述べた次の二つの記述は、 (オ) 。 (４点)

Ａ 発光ダイオードは、ＰＮ接合部分に逆方向の電流を加えたとき、接合面から光を発するダ

イオードである。

Ｂ アバランシホトダイオードは、電子なだれ増倍現象による電流増幅作用を利用した発光素

子であり、光通信などに用いられる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図－１の論理回路は、入力ａ及び入力ｂの論理レベルと出力ｃの論理レベルとの関係から、

(ア) の回路に置き換えることができる。 (５点)

① 論理和 ② 否定論理和 ③ 論理積 ④ 否定論理積 ⑤ 否定論理

(２) 次の論理関数Ｘは、ブール代数の公式等を利用して変形し、簡単にすると、 (イ) にな

る。 (５点)

Ｘ ＝ (Ａ＋Ｂ)･(Ａ＋Ｃ)＋Ｃ･(Ａ＋Ｃ)

① Ａ＋Ｂ･Ｃ ② Ｂ･Ｃ ③ Ａ＋Ｂ ④ Ｂ＋Ｃ ⑤ Ａ＋Ｃ

(３) 図－２～図－５の論理回路において、入力ａ及び入力ｂの論理レベル(それぞれＡ及びＢ)と

出力ｃの論理レベル(Ｃ)との関係が、

Ｃ ＝ Ａ･Ｂ＋(Ａ＋Ｂ)

の論理式で表すことができる論理回路は、 (ウ) の回路である。 (５点)

① 図－２ ② 図－３ ③ 図－４ ④ 図－５

入力ａ

出力ｃ

入力ｂ

図－１

入力ｂ

図－４

入力ｂ
入力ａ

図－５

入力ａ
出力ｃ 出力ｃ

入力ｂ

入力ａ
出力ｃ

図－２

入力ｂ

入力ａ
出力ｃ

図－３
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(４) 図－６に示すベン図において、Ａ、Ｂ及びＣは、それぞれの円の内部を表すとき、塗りつぶ

した部分を示す論理式は、 (エ) である。 (５点)

① Ａ･Ｂ＋Ａ･Ｃ ② Ｂ･Ｃ＋Ａ･Ｂ･Ｃ ③ Ｂ･Ｃ＋Ｂ･Ｃ＋Ａ･Ｂ･Ｃ

④ Ｂ＋Ｃ＋Ｂ･Ｃ ⑤ Ａ･Ｂ･Ｃ＋Ａ･Ｂ･Ｃ
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Ａ

図－６
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第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図－１において、電気通信回線１への入力電圧が１８０ミリボルト、電気通信回線１から電

気通信回線２への遠端漏話減衰量が (ア) デシベル、増幅器の利得が２８デシベルのとき、

インピーダンスＺに加わる電圧は、１８ミリボルトである。ただし、入出力各部のインピーダ

ンスはすべて同一値で整合しているものとする。 (５点)

① １８ ② ２０ ③ ２８ ④ ３８ ⑤ ４８ ⑥ ５８

(２) 無限長の一様線路における入力インピーダンスは、その線路の特性インピーダンス

(イ) 。 (５点)

１① と等しい ② の２倍である ③ の である ④ の逆数である２

(３) 図－２に示すように、一方の伝送ケーブルのインピーダンスをＺ 、もう一方の伝送ケーブ1

ルのインピーダンスをＺ とすると、その接続点における電圧反射係数は、 (ウ) で表さ２

れる。 (５点)

１ ２ １ ２ １ ２ ２ １Ｚ －Ｚ Ｚ ＋Ｚ Ｚ ＋Ｚ Ｚ －Ｚ① ② ③ ④
１ ２ １ ２ ２ １ １ ２Ｚ ＋Ｚ Ｚ －Ｚ Ｚ －Ｚ Ｚ ＋Ｚ

(４) 特性インピーダンスの異なる線路を接続すると、その接続点において信号が反射する現象が

起こるが、一般に、接続点に (エ) を挿入することにより、この現象を防ぐことができる。

(５点)

① コンデンサ ② 変成器 ③ 純抵抗 ④ 高抵抗 ⑤ 装荷線輪

発振器 電気通信回線１

電気通信回線２ Ｚ

終端抵抗

増幅器
図－１

終端抵抗

図－２

伝送方向 接続点

２ＺＺ1
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第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 光ファイバ通信で用いられる光変調方式の一つで、光変調器を用い、変調信号により光の強

度を変化させる変調方式は、 (ア) 変調方式といわれる。 (４点)

① 周波数 ② 角 度 ③ 振 幅 ④ 位 相

(２) ある周波数以下のすべての周波数の信号を通過させ、その他の周波数の信号に対しては大き

な減衰を与えるフィルタは、 (イ) フィルタといわれる。 (４点)

① 低 域 ② 帯域阻止 ③ 高 域 ④ 帯域通過 ⑤ クリッピング

(３) 減衰ひずみについて述べた次の二つの記述は、 (ウ) 。 (４点)

Ａ 減衰ひずみは、非直線ひずみの一種であり、伝送路における信号の減衰量が周波数に対し

て比例関係にあるために生ずるひずみである。

Ｂ 音声回線における減衰ひずみは、その値が大きいと、鳴音の発生又は反響が大きくなるな

ど、通話品質の低下の要因となる場合がある。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) デジタル回線の伝送品質を評価する尺度の一つである (エ) は、１秒ごとに平均符号誤

り率を測定することにより、誤り率が１×１０ を超える符号誤り率の発生した秒数の、測定-3

時間(秒)に占める割合を示したものである。 (４点)

① ＢＥＲ ② ％ＥＳ ③ ％ＥＦＳ ④ ％ＳＥＳ

(５) 光パルスは、光ファイバ中を伝搬する間に、その波形に時間的な広がりを生ずる。この現象

は分散といわれ、発生要因別に、 (オ) 分散、材料分散及び構造分散の三つに大別される。

(４点)

① モード ② 熱 ③ 速 度 ④ 最 適 ⑤ 波 長
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端末設備の接続のための技術及び理論

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) アナログ伝送路に接続するデジタル形ボタン電話装置では、通話路に時間スイッチを使用し

ており、アナログ通話路に用いられていた複数の (ア) を使用しないため、装置構成が簡

易になっている。 (４点)

① 内線回路 ② ハイブリッド回路 ③ データ伝送回路

④ ＣＰＵ ⑤ 空間スイッチ

(２) デジタル式ＰＢＸの (イ) プログラムは、一般に、ＰＢＸがダイヤル信号受信の処理に

入り、内線電話機からダイヤル信号が送られてきたときに起動される。 (４点)

① 発呼監視 ② 課金情報 ③ 数字分析

④ 入力処理 ⑤ リンク情報

(３) ダイヤルイン方式を利用するデジタル式ＰＢＸにおける、夜間閉塞について述べた次の二つ

の記述は、 (ウ) 。 (４点)

Ａ 夜間閉塞機能を利用するためには、夜間閉塞制御用回線(着信専用回線)を各代表群別に設

置し、電気通信事業者の交換機に対してＬ１線に地気を送出する必要がある。

Ｂ 夜間閉塞を開始すると、電気通信事業者の交換機からは、一般の電話に着信する接続シー

ケンスと同様に、夜間受付用電話機に着信する。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおける端末アダプタについて述べた次の二つの記

述は、 (エ) 。 (４点)

Ａ 非ＩＳＤＮ端末のユーザデータ速度を６４キロビット／秒又は１６キロビット／秒に速度

変換する機能を有する。

Ｂ パケットモード端末側のＬＡＰＢと、Ｄチャネル側のＬＡＰＤとの間で、プロトコルの変

換を行う機能を有する。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) 外部誘導ノイズに対する既設端末設備のシールド対策として、接地されていない高導電率の

金属で電子機器を完全に覆う方法は、一般に、 (オ) といわれる。 (４点)

① ローパスフィルタ ② ハイパスフィルタ ③ 静電シールド

④ 電磁シールド ⑤ アイソレーション
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第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおけるＮＴ１について述べた次の記述のうち、正

しいものは、 (ア) である。 (４点)

① ＴＴＣ標準では、エコーキャンセラー方式を標準方式としている。

② 網同期の機能を持っている。

③ レイヤ１～３のプロトコル処理を行っている。

④ 具体的な装置としてＰＡＢＸなどが相当する。

⑤ Ｘシリーズの端末を接続するときは、インタフェース変換を行っている。

(２) ＩＳＤＮサービスのうち、 (イ) サービスは、ユーザ・網インタフェースで低位のレイ

ヤ１～３のみの標準化されたサービスであり、網は、透過的(トランスペアレント)な情報転送

手段を提供する。 (４点)

① テレ ② メール ③ ベアラ ④ ＭＨＳ ⑤ ＨＬＦ

(３) ＩＳＤＮ一次群速度ユーザ・網インタフェースでは、１フレーム(１９３ビット)を２４個集

めてマルチフレームを構成していることから、２４個のＦビットを活用することができる。こ

のＦビットは、フレーム同期信号、 (ウ) 、リモートアラーム表示などに使用されている。

(４点)

① ＣＲＣビット誤り検出 ② 複数加入者番号表示

③ サブアドレス表示 ④ 発呼検出

(４) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおける確認形情報転送手順について述べた次の記

述のうち、誤っているものは、 (エ) である。 (４点)

① ポイント・ツー・ポイントリンクを使って通信が行われる。

② モジュロ１２８の順序番号を用いた送達確認が行われる。

③ データ伝送でフレームの流量を制御するときは、フロー制御が行われる。

④ ユーザ情報は情報フレームで伝送される。

⑤ 情報転送時にフレームのＴＥＩの値は、１２７に設定されている。

(５) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースの回線交換方式において、通信を中断し、端末を別

のジャックに、一定時間以内に移動する場合などに用いられる中断／再開手順について述べた

次の二つの記述は、 (オ) 。 (４点)

Ａ 中断時には、中断呼がそれまで使っていたＢチャネルは、開放される。

Ｂ 再開時には、中断時にそれまで使っていた呼番号が再付与される。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 出回線数が１６回線の交換線群に１０.０アーランの呼量が加わったとき、呼損率を

(ア) とすれば、回線の平均使用率は６０.０パーセントである。 (４点)

① ０.０１ ② ０.０４ ③ ０.２３ ④ ０.４０ ⑤ ０.９６
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(２) ある回線群が運んだ１時間当たりの (イ) と、運ばれた呼の平均回線保留時間中におけ

る平均呼数とは等しい。 (４点)

① 最大呼数 ② 待ち呼数 ③ 呼数密度 ④ トラヒック量 ⑤ 呼 数

(３) ある駅前に設置されている公衆電話機の利用状況は、１人当たり平均６分かかるものとする。

公衆電話機の利用者が１時間に２４人訪れ、公衆電話機が６台設置されているとき、すべてが

使用中のため、電話機の空き待ちとなる平均待ち時間は、図を用いて算出すると (ウ) 秒

となる。 (４点)

① ０.４ ② ０.６ ③ ０.８ ④ ２.４ ⑤ ３.６

(４) 情報セキュリティ対策技術の一つであるファイアウォールに求められる機能のうち、一般に

含まれない機能は、 (エ) 機能である。 (４点)

① ネットワークアドレス変換 ② アクセス制御 ③ ログ記録

④ 盗聴対策 ⑤ 攻撃検出と防御

(５) 公開鍵暗号方式を用いたデジタル署名について述べた次の二つの記述は、 (オ) 。

(４点)

Ａ デジタル署名は、十分な強度を持つ秘密鍵を署名者が唯一所持していることから、署名者

が署名したものを後で否認できないという否認防止の機能がある。

Ｂ デジタル署名を用いた認証方式は、ＩＤとパスワードを用いた認証方式と比較して、認証

する側にパスワードファイルなどの秘密のデータを保持する必要がなく、安全であるといわ

れる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

0.70.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6

ｎ＝ １ ｎ＝ ２
ｎ＝  ３

ｎ＝  ４
ｎ＝  ５
ｎ＝  ６
ｎ＝  ７
ｎ＝  ８
ｎ＝  ９
ｎ＝１０
ｎ＝１１
ｎ＝１２

(凡　例)

使用率(ａ／ｎ)

ｈ：平均回線保留時間

0.002

0.004

0.006
0.008
0.01

0.02

0.04

0.06
0.08
0.1

0.2

0.4
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0.8
1.0

ａ：生起呼量

ｎ：回線数

Ｗ：平均待ち時間
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第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 平衡対ケーブルの伝送損失を小さくする方法の一つとして、音声周波数帯域では導体を太く

する方法が有効である。しかし、ＩＳＤＮなどで使用される高周波数帯域では、 (ア) の

影響が大きくなるため、音声周波数帯域と比較して、導体を太くすることによる伝送損失の低

減効果は小さい。 (４点)

① 遮へい効果 ② 放電効果 ③ 静電容量

④ 表皮作用 ⑤ インパルス雑音

(２) (イ) は、ジャンクションボックス内及びフロアボックス内の隠ぺい部分での屋内線相

互の接続に使用される。 (４点)

① ４対端子ブロック ② 端子板 ③ 屋内線用コネクタ

④ 屋内線用接続スリーブ ⑤ ジャンパリング

(３) 電子式ボタン電話装置の主装置とボタン電話機間の配線には、一般に、外線や内線との通話

用の配線、ボタン電話機のランプ点滅制御情報、ボタン押下情報、トーンリンガの鳴動情報な

どのデータ伝送用の配線、各ボタン電話機への (ウ) 用の配線が必要となる。 (４点)

① 呼 出 ② 接 地 ③ 打合せ ④ 監 視 ⑤ 電力供給

(４) デジタル式ＰＢＸの工事試験のうち、 (エ) の試験は、外線からの電話に自動音声で応

答すること、及び自動音声のガイダンスどおりに接続先や情報案内などを選択し、プッシュボ

タンを操作することにより、所定の動作が正常に行われることを確認する。 (４点)

① ＣＲＭ ② ＣＴＩ ③ ＡＣＤ ④ ＩＶＲ ⑤ ＡＣＴ

(５) デジタル式ＰＢＸ工事後の確認試験について述べた次の二つの記述は、 (オ) 。(４点)

Ａ デジタル式ＰＢＸの工事試験のうちページング試験では、内線から特定番号をダイヤルす

ることにより放送設備に接続され、スピーカから音が出ることを確認する。

Ｂ デジタル式ＰＢＸの工事試験のうちコールピックアップの試験では、内線番号を途中まで

ダイヤルして一定時間以上放置したときに、デジタル式ＰＢＸから話中音又はハウラー音の

送出が正常に行われることを確認する。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおけるバス配線の工事確認試験などについて述べ

た次の二つの記述は、 (ア) 。 (４点)

Ａ ＤＳＵから端末機器までのバス配線ＴＡ／ＴＢの配線極性を確認する方法には、テスタの

直流電圧測定機能を用いる方法がある。

Ｂ バス配線においてＤＳＵから最も遠い部分には、信号伝送に用いられるＴＡ－ＴＢ間、

ＲＡ－ＲＢ間のそれぞれに２００オームの終端抵抗を内蔵したモジュラジャックを取り付け

る必要がある。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(２) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースでの構内配線における雷サージによる故障を防ぐた

めの対策工事について述べた次の二つの記述は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 雷サージによるＤＳＵ及びＴＡの故障対策の一つとして、加入者保安器とＤＳＵとの間に

雷防護アダプタを設けるとともに、ＴＡの電源と雷防護アダプタの電源を同一コンセントと

する方法がある。

Ｂ 雷サージによるＤＳＵ及びＴＡの故障対策の一つとして、雷防護アダプタ、加入者保安器

及び端末機器の接地端子をそれぞれ独立した接地とする方法がある。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースでのバス配線工事時における端末機器の接続不良な

どの故障を避けるための留意点について述べた次の二つの記述は、 (ウ) 。 (４点)

Ａ ポイント・ツー・マルチポイント配線構成でのバス配線においては、ポイント・ツー・マ

ルチポイントデータリンク対応の端末機器を接続することができる。

Ｂ バス配線工事において、複数のモジュラジャック及び複数の端末設備が接続され、始端の

モジュラジャックから終端のモジュラジャックまでの配線距離が５０メートルを超える配線

構成は、短距離バス配線といわれる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) 端末設備等の工事作業における安全管理などについて述べた次の二つの記述は、 (エ) 。

(４点)

Ａ 作業手順書は、技術標準及び作業標準を作業において実現するための指針となるものであ

り、基本的には定期的な見直し等を加えないものとされている。

Ｂ 作業における不安全行動の要因を除くための指導及び教育としては、知識教育、技能教育

及び態度教育などが挙げられる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) デジタル式ＰＢＸにおける保守管理及び運用管理技術について述べた次の二つの記述は、

(オ) 。 (４点)

Ａ デジタル式ＰＢＸの保守・運用管理作業において、コマンドの投入によりシステムや各種

機器などの稼働状態を把握し、常に正常な運転状態を維持する作業は、定期保守作業といわ

れる。

Ｂ デジタル式ＰＢＸの保守・運用管理作業におけるコマンドの投入には、あらかじめオフラ

インで作成したコマンドファイルをカスタマイズ電話機から自動的に投入する方法が用いら

れる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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端末設備の接続に関する法規

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢電気通信事業法｣及

び｢電気通信事業法施行規則｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

(小計２０点)

(１) 用語について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ア) である｡ (４点)

① 基礎的電気通信役務とは、国民生活に不可欠であるためあまねく日本全国におけ

る提供が確保されるべきものとして総務省令で定める電気通信役務をいう。

② 端末設備とは、電気通信回線設備の一端に接続される電気通信設備であって、一

の部分の設置の場所が他の部分の設置の場所と同一の建物内又は同一の室内である

もののみをいう。

③ 移動端末設備とは、利用者の電気通信設備であって、移動する無線局の無線設備

であるものをいう。

④ 自営電気通信設備とは、電気通信事業者以外の者が設置する電気通信設備であっ

て、端末設備以外のものをいう。

(２) 電気通信事業を営もうとする者は、総務大臣の (イ) を受けなければならない。ただし、

その者の設置する電気通信回線設備の規模及び当該電気通信回線設備を設置する区域の範囲が

総務省令で定める基準を超えない場合は、この限りでない。 (４点)

① 免 許 ② 許 可 ③ 指 定 ④ 登 録

(３) 端末設備の接続の技術基準で確保される事項について述べた次の文章のうち、 、 の下線A B

部分は、 (ウ) 。 (４点)

端末設備の接続の技術基準は、次の事項が確保されるものとして定められなければならな

い。

(ⅰ) 電気通信回線設備を損傷し、又はその機能に障害を与えないようにすること。

(ⅱ) 電気通信回線設備を利用する 他の利用者に迷惑を及ぼさないようにすること。A

(ⅲ) 電気通信事業者の設置する電気通信回線設備と利用者の接続する端末設備との 責任のB

分界が明確であるようにすること。

① のみ正しい ② のみ正しい ③ も も正しい ④ も も正しくないA B A B A B

(４) 用語について述べた次の二つの文章は、 (エ) 。 (４点)

Ａ 音声伝送役務とは、おおむね４キロヘルツ帯域の音声その他の音響を伝送交換する機能を

有する電気通信設備を他人の通信の用に供する電気通信役務であってデータ伝送役務以外の

ものをいう。

Ｂ データ伝送役務とは、専ら音響又は符号を伝送交換するための電気通信設備を他人の通信

の用に供する電気通信役務をいう。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(５) 電気通信事業者は、利用者から端末設備をその電気通信回線設備に接続すべき旨の請求を受

けたときは、その接続が総務省令で定める技術基準に適合しない場合その他総務省令で定める

場合を除き、その請求を拒むことができない。その総務省令で定める場合とは、利用者から、

端末設備であって電波を使用するもの(別に告示で定めるものを除く。)及び (オ) その他

利用者による接続が著しく不適当なものの接続の請求を受けた場合とする。 (４点)

① 網制御装置 ② ファクシミリ ③ 通信管理装置 ④ 公衆電話機

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢工事担任者規則｣、

｢端末機器の技術基準適合認定等に関する規則｣及び｢有線電気通信法｣に規定する内容に照らして

最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 工事担任者の工事の範囲について述べた次の二つの文章は、 (ア) 。 (４点)

Ａ ＡＩ第１種工事担任者は、アナログ伝送路設備に端末設備等を接続するための工事及び総

合デジタル通信用設備に端末設備等を接続するための工事を行い、又は監督することができ

る。

Ｂ ＤＤ第３種工事担任者は、デジタル伝送路設備に端末設備等を接続するための工事であっ

て、接続点におけるデジタル信号の入出力速度が毎秒１９２キロビット以下のもの、かつ、

端末設備に収容される電気通信回線の数が１のものに限る工事を行い、又は監督することが

できる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) 次の文章のうち、誤っているものは、 (イ) である。 (４点)

① 専用設備(特定の者に電気通信設備を専用させる電気通信役務に係る電気通信設

備をいう。)に端末設備又は自営電気通信設備(以下｢端末設備等｣という。)を接続

する工事は、工事担任者を要する。

② 工事担任者資格者証の交付を受けた者は、端末設備等の接続に関する知識及び技

術の向上を図るように努めなければならない。

③ ＡＩ第３種資格者証の交付を受けた工事担任者が、総合デジタル通信用設備に端

末設備を接続するための工事を行うことができるのは、総合デジタル通信回線の数

が基本インタフェースで１のものに限られている。

(３) 電話用設備とは、電気通信事業の用に供する電気通信回線設備であって、 (ウ) の伝送

交換を目的とする電気通信役務の用に供するものをいい、技術基準適合認定を受けた端末機器

で電話用設備に接続される端末機器に表示する認定番号の最初の文字は、 (エ) である。

(４点×２＝８点)

① 音響及び符号 ② Ａ

③ 専ら符号又は影像 ④ Ｂ

⑤ 主として音声 ⑥ Ｃ

⑦ 符号、音声その他の音響又は影像 ⑧ Ｄ
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(４) 有線電気通信法に規定する、有線電気通信設備の届出について述べた次の二つの文章は、

(オ) 。 (４点)

Ａ 工事を要する有線電気通信設備(その設置について総務大臣に届け出る必要のないものを除

く。)を設置しようとする者は、有線電気通信の方式の別、設備の設置の場所及び設備の概要

を記載した書類を添えて、設置の工事の開始の日の２週間前までに、その旨を総務大臣に届け

出なければならない。

Ｂ 有線電気通信設備(その設置について総務大臣に届け出る必要のないものを除く。)を設置し

た者は、有線電気通信の方式の別、設備の設置の場所及び設備の概要に係る事項について、工

事を要する変更をしようとするときは、変更の工事の開始の日の２週間前までに、その旨を総

務大臣に届け出なければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣

に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 用語について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ア) である。 (４点)

① アナログ電話端末とは、端末設備であって、アナログ電話用設備に接続される点

において２線式の接続形式で接続されるものをいう。

② 無線呼出用設備とは、電気通信事業の用に供する電気通信回線設備であって、無

線によって利用者に対する呼出し(これに付随する通報を含む。)を行うことを目的

とする電気通信役務の用に供するものをいう。

③ 絶対レベルとは、一の有効電力の１ミリワットに対する比をデシベルで表したも

のをいう。

(２) 責任の分界及び安全性等について述べた次の二つの文章は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 分界点における接続の方式は、端末設備を電気通信回線ごとに事業用電気通信設備から容

易に切り離せるものでなければならない。

Ｂ 端末設備は、自営電気通信設備から漏えいする通信の内容を意図的に識別する機能を有し

てはならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 通話チャネルとは、移動電話用設備と移動電話端末の間に設定され、主として (ウ) の

伝送に使用する通信路をいう。 (４点)

① 音 響 ② 符 号 ③ 影 像 ④ 音 声

(４) 配線設備等の評価雑音電力とは、通信回線が受ける妨害であって人間の聴覚率を考慮して定

められる (エ) をいい、誘導によるものを含む。 (４点)

① 漏話雑音電力 ② 実効的雑音電力

③ 雑音電力の最大値 ④ 雑音電力の尖頭値
せん
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(５) 次の二つの文章は、 (オ) 。 (４点)

Ａ 端末設備と事業用電気通信設備との間で発生する鳴音とは、電気的又は光学的結合により

生ずる発振状態をいう。

Ｂ 端末設備の機器の金属製の台及び筐体は、接地抵抗が１００オーム以下となるように接地
きょう

しなければならない。ただし、安全な場所に危険のないように設置する場合にあっては、こ

の限りでない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣

(これに基づく告示を含む。)に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

(小計２０点)

(１) アナログ電話端末の基本的機能及び発信の機能について述べた次の二つの文章は、 (ア) 。

(４点)

Ａ アナログ電話端末は、発信に際して相手の端末設備からの応答を自動的に確認する場合に

あっては、電気通信回線からの応答が確認できない場合選択信号送出終了後１分以内に直流

回路を閉じるものでなければならない。

Ｂ アナログ電話端末の直流回路は、発信又は応答を行うときに開き、通信が終了したとき閉

じるものでなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) アナログ電話端末の選択信号が押しボタンダイヤル信号である場合、信号送出電力の許容範

囲としての (イ) は、５デシベル以内であり、かつ、低群周波数の電力が高群周波数の電

力を超えないものでなければならない。 (４点)

① 信号周波数偏差 ② ２周波電力差 ③ 漏話減衰量 ④ 反射損失

(３) アナログ電話端末の送出電力の許容範囲(通話の用に供する場合を除く。)について述べた次

の文章のうち、誤っているものは、 (ウ) である。 (４点)

① ４キロヘルツまでの送出電力の許容範囲は、平均レベルでマイナス１０dＢm以下で、

かつ、最大レベルで２dＢmを超えてはならない。

② ４キロヘルツから８キロヘルツまでの帯域における不要送出レベルの許容範囲は、

マイナス２０dＢm以下でなければならない。

③ ８キロヘルツから１２キロヘルツまでの帯域における不要送出レベルの許容範囲は、

マイナス４０dＢm以下でなければならない。

(注１) 平均レベルとは、端末設備の使用状態における平均的なレベル(実効値)であり、最

大レベルとは、端末設備の送出レベルが最も高くなる状態でのレベル(実効値)とする。

(注２) 送出電力及び不要送出レベルは、平衡６００オームのインピーダンスを接続して測

定した値を絶対レベルで表した値とする。

(注３) dＢmは、絶対レベルを表す単位とする。

(４) 総合デジタル通信端末について述べた次の二つの文章は、 (エ) 。 (４点)

Ａ 基本的機能として、通信を終了する場合にあっては、復旧要求パケットを送出するもので

なければならない。

Ｂ 基本的機能を要しない総合デジタル通信端末として、通信相手固定端末がある。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(５) 直流回路を開いているときのアナログ電話端末の直流回路の電気的条件について述べた次の

二つの測定結果は、 (オ) 。 (４点)

Ａ 直流回路の直流抵抗値は、２メガオームであった。

Ｂ 直流回路と大地の間の絶縁抵抗を、直流２５０ボルトの電圧で測定した値は、０.５メガ

オームであった。

① Ａのみ規定値内 ② Ｂのみ規定値内

③ ＡもＢも規定値内 ④ ＡもＢも規定値外

第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢有線電気通信設備

令｣、｢有線電気通信設備令施行規則｣、｢不正アクセス行為の禁止等に関する法律｣及び｢電子署名

及び認証業務に関する法律｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

(小計２０点)

(１) 用語について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ア) である。 (４点)

① 支持物とは、電柱、支線、つり線その他電線又は強電流電線を支持するための工作

物をいう。

② 音声周波とは、周波数が２００ヘルツを超え、３,５００ヘルツ以下の電磁波をい

う。

③ 強電流電線とは、強電流電気の伝送を行うための導体をいい、絶縁物又は保護物で

被覆されている場合は、これらの物を含まない。

④ 低圧とは、直流にあっては７５０ボルト以下、交流にあっては６００ボルト以下の

電圧をいう。

⑤ 特別高圧とは、７,０００ボルトを超える電圧をいう。

(２) 架空電線の支持物は、その架空電線が他人の設置した架空電線又は架空強電流電線と交差

し、又は接近するときは、他人の設置した架空電線又は架空強電流電線を挟み、又はこれらの

(イ) ことがないように設置しなければならない。ただし、その他人の承諾を得たとき、

又は人体に危害を及ぼし、若しくは物件に損傷を与えないように必要な設備をしたときは、こ

の限りでない。 (４点)

① 上に位置する ② 間を通る ③ 下に位置する ④ 荷重となる

(３) 架空電線の支持物には、取扱者が昇降に使用する足場金具等を地表上１.８メートル未満の

高さに取り付けてはならない。ただし、総務省令で地表上１.８メートル未満の高さに取り付

けてもよいと定めている場合が三つある。その三つのうちの二つについて述べた次の文章は、

(ウ) 。 (４点)

Ａ 支持物が取扱者以外の者に損壊されないよう、耐火性のある堅ろうなものであるとき。

Ｂ 足場金具等が支持物の内部に格納できる構造であるとき。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(４) 不正アクセス行為の禁止等に関する法律に規定する、アクセス制御機能について述べた次の

文章のうち、 、 の下線部分は、 (エ) ｡ (４点)A B

この法律において｢アクセス制御機能｣とは、特定電子計算機の特定利用を自動的に制御す

るために当該特定利用に係るアクセス管理者によって当該特定電子計算機又は当該特定電子

計算機に 電気通信回線を介して接続された他の特定電子計算機に付加されている機能であA

って、当該特定利用をしようとする者により当該機能を有する特定電子計算機に入力された

符号が当該特定利用に係る識別符号であることを確認して、 当該特定利用の情報の全部又B

は一部を組み合わせることをいう。

① のみ正しい ② のみ正しい ③ も も正しい ④ も も正しくないA B A B A B

(５) 電子署名及び認証業務に関する法律において｢認証業務｣とは、自らが行う電子署名について

その業務を利用する者(以下｢利用者｣という。)その他の者の求めに応じ、当該利用者が電子署

名を行ったものであることを確認するために用いられる事項が当該利用者に係るものであるこ

とを (オ) する業務をいう。 (４点)

① 促 進 ② 管 理 ③ 記 録 ④ 証 明




